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［目的コあ らゆ る面か ら母乳栄養の 重要性が強調

されて い るが 、 母乳成分に 関する検討は未だ完全

とは 言えな い 。 近年 、 母乳中プ 卩 ス タ グ ラ ン ヂ γ

（PG ）が注 目されて い るが 、 今回は PG 代謝系

の 律速酵素で ある 15− hydroxyprostaglandin

dehydrogenase（PGDH ）活性に 及ぼす影響を

検討 した 。 ［方法］妊娠38週か ら41週 まで の 間に

分娩 した 23例の 褥婦か ら母乳を用手的 に 採取 し 、

2500回転 、 20分間遠心 で乳清を分離 し、 PGDH

は ヒ ト胎盤よ り抽出、精製 した 。 胎盤を娩出後直

ち に 細切 し 、 10，000g ， 30分 間遠心 、 等電点沈

殿 、 DEAE − cellulose 　 chromatography ，

NAD − affinity 　chromatography ，　 PGF2 　Cr

affinity 　chrQmatography に て精製後 、 得 られ

た精製 PGDH の 比 活性は 約 3
，
000倍上昇 し丶 回

収率 6 ．4％で 、 電気泳動上 、 ほぼ 単一の protein

bandど して 認め られた 。 活性測定は精製 PGDH

と乳清 と の preincubation後 。　 Anggard らの ア

ル カ リ処理法を用 い 、 unit （mol ／min ）で表わ

した 。 ［成績］乳清に よる PGDH 活性抑制が認

め られた 。 PGDH 駒 ％活性抑制に必要 な乳清は

匆四1で あ り、 PGE をに対す る Km 値は 、 11．7yM ，

Ki 値は 、 25
．9井M で あ り、混合型の 阻害形式で

あ っ た 。 更に 、 抑制率は産褥経過に伴い しだい に

低下 した 。 ［結論コ ヒ ト乳清に PG 代謝系抑制作

用がある こ とを初め て明 らか に した 。 PG 代謝抑

希経に よ り組織中及び乳汁中 PG 濃度を維持 し 、 新

生児胃粘膜保護作用を増強する と考え られ 、 母乳

栄養の 意義上重要な示唆 と思わ れ る。 更に 、 現在

まで に 報告 され た PGDH 活性抑制物質は全て 化

学合成品で ある の に 対 して 、 今回初め て ヒ ト乳清

とい う生体試料に て PGDH 活性抑制を示 した 。

〈 目的 〉 ヒ ト胎児 の 中枢神経 系の制御機構の 特徴

お よ び そ れ を 介 し た 胎 児行 動 の 発遼 過 程 を 解明 す

る た め に は ，今 は まだ新 しい 胎 児 の 機 能単位の 描

出と そ れ を指標 と し た客観的な 記 述 法の 開発 が 必

要な 段 階 と考 え ら れ る。こ の よ うな観点か ら ， わ

れ わ れ は胎児 の 嚥 下 運 動 に 注 目 し ， 胃 の 大 きさの

経 時的な 変化と の 関連 か らヒ ト胎児 の 嚥 下能 の 発

達 に つ い て 検討を加 え た 。

〈 方法 〉 対 象 は 妊 娠 13週 か ら 40週 に 至る 正常胎児

50例で あ る。方 法は 電子 ス キ ャ ン を 用い 縣下運動

に つ い て は 口唇 ， 舌 ，咽頭の 3 っ の 解剖 学 的 な 部

位 の 動 きを ， 胃 の 大 き さ に 関 し て は ， 5 分毎 に 測

定 し た 長 径 と短軽 を 指標 と し て ， 観察を行 っ た。

＜ 成績＞ 1）。正常 胎児 で は ， 臙下運動の 3 要素は

ほ ぼ 同 じ く妊 娠 15週 頃 か ら出現す る が ，

一方で は

嘔 吐 様 の 運 動 も 同時 に 認 め られ た。しか し な が ら

妊娠 28週 頃を臨界週 として ， こ の 嘔 吐 様の 運動 は

消失 し て ゆ く こ と が 分 っ た 。 2）。胃の 長径 、短径

の 加令 に 伴 う 増大率に は 差 異が認め られ る が ， こ

の 傾向は妊 娠 28週前 後で こ と に 顕著で あ る 。こ の

こ と は ，こ の 疇期 に 胎児 の 胃 の 形状が大 き く変化

し ， よ り成人 に 近 い パ タ
ー

ン に な る こ と を 示唆す

る 。 ま た ，
こ の 妊 娠 28 週 頃よ り．約 30分間隔 の 周

期 で 胃が 縮少 ．拡 張を くり返 して い る 現象も認め

ら れた。

〈 結論 〉 以 上 の 成 績 か ら，口唇 ， 舌 ， 咽頭 の 動 き

は 少な く と も妊 娠 15週 頃か ら認め ら れ る も の の ，

そ れ ら が 連動 し て嚥下 能 と い え る 機 能 に ま で 完成

す る の は ， 胃の 大 き さ や 嘔 吐様 の 運 動 と の 関連で

考察 す れ ば ， 妊 娠 28週頃 で あ る と推測 さ れ ，今後 ，

羊水過 多症 な どの 病態 の 理 解 に 有用な 所見 と考え

られ る 。
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